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    開会 午前１０時００分 

────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

○議長（西原 浩君） おはようございます。 

会議に入ります前に申し上げます。 

本会期中は、広報及び報道関係者並びに事務局の写真撮影及びパソコンの使用を許可し

ておりますので、申し上げておきます。 

庁舎内は、夏季における服装の軽装化が実施されております。 

議場内においてもネクタイを着用しないことを許可しておりますので、併せて申し上げ

ておきます。 

また、本日は、議場内の気温が上昇しておりますので、上着を脱ぐことを認めます。 

ただいまから令和５年第３回別海町議会定例会を開会いたします。 

ただいま出席している議員は１６名であります。 

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（西原 浩君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により議長において指名いたします。 

１５番戸田議員。 

○１５番（戸田憲悦君） はい。 

○議長（西原 浩君） １番市川議員。 

○１番（市川聖母君） はい。 

○議長（西原 浩君） ２番吉田議員。 

○２番（吉田和行君） はい。 

○議長（西原 浩君） 以上、３名を指名いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議会運営委員会報告 

○議長（西原 浩君） 日程第２ 議会運営委員長から委員会の協議概要について報告が

あります。 

なお、本件は、報告のみであります。 

議会運営委員長。 

○議会運営委員長（小椋哲也君） ８月２９日及び９月６日に開催いたしました議会運営

委員会で、第３回定例会に係る運営等について協議をいたしましたので、その内容につい

て報告申し上げます。 

第３回定例会に町側から提出されております案件は、全部で１７件であります。 

内容は、令和４年度各会計補正予算が２件、条例の一部改正が１件、北海道市町村職員

退職手当組合規約の変更が１件、工事請負契約の締結が１件、人権擁護委員候補者の推薦

が１件、令和４年度各会計決算認定が８件、放棄した債権と決算に基づく健全化判断比率

及び資金不足比率の報告が２件、工事請負契約の専決処分の報告が１件であります。 

これら、提出案件のうち、各会計補正予算の２件と令和４年度各会計決算認定８件を除

いては、委員会への付託は省略し、本会議において、質疑、討論、採決すべきものとし、
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令和５年度各会計補正予算及び令和４年度各会計決算認定については、予算決算審査特別

委員会に付託して慎重な審査をすべきものと決定いたしました。 

なお、令和５年度各会計補正予算２件と令和４年度各会計決算認定８件については、関

連がありますので、それぞれ一括議題とすることに決定いたしました。 

放棄した債権、決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率と工事請負契約の専決処

分の報告につきましては、報告のみであります。 

次に、会期及び議事日程であります。 

第３回定例会の会期は、９月１１日から９月１５日までの５日間とし、初日には、町長

提出議案の内容説明、質疑を行います。 

２日目と３日目は、一般質問を行い、３日目一般質問終了後からと４日目は休会としま

す。 

３日目一般質問終了後に令和５年度各会計補正予算の審査のため、予算決算審査特別委

員会を開催し、予算決算審査特別委員会終了後に広報・広聴常任委員会を開催します。 

４日目は、総務文教常任委員会、福祉医療常任委員会、産業建設常任委員会をそれぞれ

開催します。 

５日目最終日は、特別委員会に付託した議案の審査結果の報告と町長提出議案の討論・

採決を行い、その後、議員発議案件等の内容説明・質疑・討論・採決を行うことと決定し

ました。 

次に、一般質問であります。 

通告を受理しております一般質問は、田村議員、伊勢議員、貞宗議員、中村議員、小椋

議員、髙橋議員、横田議員、市川議員、吉田議員の９名で、全員が一問一答方式でありま

す。 

質問の順番は、会議規則等運用規定に基づき、通告順に行うこととしました。 

議員各位、理事者におかれましては、効率的な議会運営と活発な政策議論となるよう、

町民にわかりやすい簡明かつ明確な質問や答弁に配慮されますようお願い申し上げます。 

次に、請願・陳情等についてであります。 

請願・陳情等に係る対応については、慎重に審議いたしました。 

その結果は、お手元に配布のとおりであります。   

陳情等の写しは、議員控室で閲覧できますので、賛同される議員は、議員発議により提

出願います。 

次に、議員発議案件であります。 

現在、予定されております議員提出案件は４件であります。 

内容は、「別海町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について」を私、小椋か

ら、「ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求め

る意見書案」を戸田議員から、「地方財政の充実・強化に関する意見書案」を佐藤議員か

ら、「国土強靭化に資する道路の整備等に関する意見書案」を今西議員から、それぞれ提

出されるもので、いずれも定例会最終日に提案することになっております。 

最後に反問権、発言の機会の付与についてですが、町長ほか職員が、議長の許可により

議員の質問に対し、論点を明確にするためのもので、議会での議論が活性化し、議論のポ

イントを町民の皆様に解りやすくするために導入したものであります。 

町長をはじめ執行機関並びに議員各位にはその趣旨を十分御理解頂きますようお願いい

たします。 
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以上で、議会運営委員会で協議しました内容の報告といたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第３ 会期決定の件 

○議長（西原 浩君） 日程第３ 会期決定の件を議題といたします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から９月１５日までの５日間にしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は、本日から９月１５日までの５日間と決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第４ 諸般の報告 

○議長（西原 浩君） 日程第４ 諸般の報告を行います。 

諸般の報告は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第５ 行政報告 

○議長（西原 浩君） 日程第５ 行政報告を行います。 

町長。 

○町長（曽根興三君） おはようございます。 

本日、令和５年第３回の町議会定例会を招集させていただきました。 

議員の皆様方におかれましては、全議員の御出席をいただきまして、大変ありがとうご

ざいます。 

定例会開会に当たりまして、行政報告を申し上げます。 

まず、障がい者支援施設柏の実学園における虐待事案についてでございます。 

先般、障害者虐待防止法に基づく町としての対応状況等につきましては、議会へは文書

にて報告させていただいたところでございます。 

町としての考え方につきましては、柏の実学園は町内では唯一の障がい者入所施設であ

り、町民をはじめ利用者にとって大切な施設であることを踏まえまして、この度の事案を

重く受け止めております。 

更なる施設の職場環境改善、再発防止に向けたしっかりした取組に対する助言等を行う

など、施設との連携を強化してまいります。 

今後、事業所の指導・監督権限を有しております北海道において、指導監査結果に基づ

く勧告や指導等が行われる予定でありますので、町といたしましても必要に応じた協力体

制の整備にしっかり努めてまいりたいと考えております。 

御理解をよろしくお願い申し上げます。 

次に、先週の大雨による町道被害についてでございます。 

９月４日夜遅くから５日昼過ぎにかけまして、大雨によりまして、町内の町道８路線 

１０か所で法面が流されるなどの被害を受けました。 

通行が危険と判断されました３路線におきましては、一時通行止めとしました。 

これにつきましては、早急に復旧作業を実施し、現在は通行止めを解除しておりまし

て、その他の路線につきましても、順次、補修を行い、１４日には復旧作業を終える予定

になっております。 
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次に、小中学校における熱中症対策の状況でございます。 

今年の夏の暑さは非常に厳しく、学校の夏休みが明けても暑さが続いております。 

特に８月２３日から２５日かけての最高気温が３０度を超えたこの時期におきまして

は、熱中症警戒アラートが発表されました。 

この熱中症警戒アラートが発表された８月２４日を含みます２３日から２５日の学校の

状況について、御報告申し上げます。 

２３日は、気温が上昇すると見込まれたことから、体育授業の中止、屋外での教育活動

の中止または延期及び部活動の中止の対応を取っております。また、体調不良が見受けら

れた１つの小学校では、学校長の判断によりまして下校時間の繰上げ、これが行われまし

た。 

２４日は、熱中症警戒アラートが発表されたことから、全小中学校におきまして、３時

間目または４時間目で授業を終了しまして、給食を食べて下校する下校時間の繰り上げを

行いました。さらに、２３日同様の対応を行っております。 

次に、２５日は、下校時間の繰上げについては学校長判断で実施を行いまして、２３

日、２４日と同様の対応を取っております。 

結果的に小中学校１６校中１５校が下校時間の繰上げを行いました。 

これからも、児童生徒の安心安全な学校生活のために、気象の変化に即した学校運営に

取り組んでまいります。 

それでは、ここから産業の動向について、御報告を申し上げます。 

酪農畜産情勢でございますが、町内の生乳生産は、本年１月から７月末で、２８万 

１,０００トン、これは対前年比で９３.３％、販売額で言いますと３０５億４,０００万

円、これは対前年比で９８.４％となっておりまして、前年度と同様、厳しい計画生産を

求められていることや暑熱被害による乳量の減が影響しているところでございます。 

牧草の生育状況につきましては、８月１５日現在で、２番草が適度な温度と降雨が確保

されたことによりまして、例年よりも５日早く、飼料用とうもろこしにつきましても、生

育は例年より８日早く進んでいます。今年は、猛暑が続いた気候でしたが、牧草は適期に

収穫ができたことから、今年産の牧草は餌が切り替わり涼しくなる秋以降には、生産量が

伸びるものと期待をしております。ただ、暑熱による乳牛への影響も懸念をしているとこ

ろでございます。 

この管内における家畜の暑熱被害でございますけれども、７月１日から８月１５日まで

の間で１５頭が熱射病を発症しまして、うち１頭が廃用、残る１４頭は回復しているとこ

ろでございます。 

次に、水産業の状況です。 

野付・別海両漁協における本年８月までの漁獲量は、水揚数量で１万８,２００トン、

これは対前年比１００％、金額で６６億７００万円、これは対前年比で１１５％となって

おります。昨年と比較しますと水揚げ数量は前年並みでございますけれども、金額は上

回っている状況でございます。 

この金額が上回ったのは、ホタテとニシンの売上が増加したことが大きな要因であると

いうふうに考えております。 

一方、本町の主要漁業であります秋サケ定置網漁は、例年９月１日から解禁するところ

ですけれども、川への遡上数の確保のために自主規制により遅らせまして、根室北部地

区、ここにおきましては９月６日から、根室南部地区は９月９日から、順次、網入れが行
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われまして、段階的に水揚げが始まっております。 

今年の根室海区における来遊予測では、昨年よりも１４.５％ぐらい上回る４４０万尾

を予想しております。 

依然、漁獲量の低迷が危惧されるところではありますけれども、本格操業に向けて、今

後の来遊状況や価格の動向に期待を寄せているところでございます。 

次に、商工業と観光についてでございます。 

別海町中小企業振興行動指針に基づく担い手育成の一環として、昨年に引き続きまし

て、４月に別海高校生と地元企業との懇談会を行いました。企業は１４社、生徒は２７名

が参加いたしました。 

生徒と企業が直接対話することによりまして、業務内容や職種への理解が深まり、地元

企業への就職希望者の増加と就職後の早期離職、これの防止の一助となるものというふう

に考えております。 

観光客の入込み数につきましては、７月末現在で１３万１,０００人、これは前年の 

９万９,０００人よりも３万２,０００人ほど増加しております。 

コロナウイルス感染症が５類感染症へ移行したことやえびまつりなどのイベントも再開

したことが、増加の大きな要因であると考えております。 

また、９月９日、１０日の日程で開催されました、第５４回別海町産業祭は、天候にも

恵まれまして、４年ぶりに２日間日程で行われたこともあり、両日で３万６,０００人の

来場者がありました。今回は昨年開催できなかった馬事競技も実施されまして、ステージ

イベントも含めて、会場は大いに盛り上がりまして、本町の歴史ある産業祭を満喫してい

ただけたものと考えております。 

続いて、建設工事等の発注状況についてでございます。 

８月末現在で、工事及び業務委託を併せまして１２５件、約２２億６,２００万円と今

年度計画の７４％を発注しておりまして、概ね計画どおりに進捗している状況でございま

す。 

今後の入札につきましては、２か年国債、これの道路工事や町有車両の除雪業務委託な

どを予定しております。 

今後においても、適期の発注を心がけ、事務をしっかり進めてまいります。 

最後に、町立学校の統合について御報告をいたします。 

６月下旬に中西別地区から、中西別小学校、中学校を別海中央小学校、中学校へ統合し

てほしい旨の要請がありました。 

中西別小学校、中学校においては、別海町立小・中学校適正配置計画の検討対象校と

なっておりまして、地域において統合を望む意向がある場合には、統合に向けた協議を行

うこととしております。 

今般の要請を受けたことにより、統合の意向の確認ができまして、今後の中西別地区に

おける児童生徒数の減少や、統合による集団での教育力の強化が見込まれることから、地

理的な観点を鑑み、今後、令和７年４月１日から、中西別学校区の別海中央学校区への統

合に向けて、準備を進めることといたしましたので、御報告を申し上げます。 

なお、統合に伴います様々な課題につきましては、中西別地区、各部署、関係機関と連

携・協議の上、できるだけ執り進め、そして解決をするべく努力をしてまいります。 

以上をもちまして、行政報告といたします。 
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────────────────────────────────── 

◎日程第６ 提出案件の概要説明 

○議長（西原 浩君） 日程第６ 提出案件の概要について説明があります。 

○副町長（浦山吉人君） 議長。 

○議長（西原 浩君） 副町長。 

○副町長（浦山吉人君） それでは、本定例会に提出いたしました議案等につきまして、

その概要を説明させていただきます。 

なお、提案理由につきましては、議案等が上程された際に詳細を説明させていただきま

すので、私からは概略の説明とさせていただきます。 

提出いたしました案件は、議案が５件、諮問が１件、認定が８件、報告が３件でござい

ます。 

まず、議案第６９号は、一般会計補正予算です。 

新型コロナウイルスワクチン秋接種に係る事業費、地方創生臨時交付金を活用して実施

する介護・障がい福祉サービス事業所物価高騰対策支援事業や町内宿泊業の誘客促進施策

となるべつかい割補助事業、そして、本年度も順調に推移をしております、ふるさと応援

寄附金に係る事業費の増など、３１億７,７６０万円を増額補正するものです。 

議案第７０号は、介護保険特別会計補正予算で昨年度に受けた介護給付費等の精算返還

金により、１,９２０万円を増額補正するものです。 

議案第７１号別海町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部改正は、児童福祉法等の改定や子ども家庭庁の設置に伴う関係法令の整

備に伴い、所要の改正を行うものです。 

 議案第７２号北海道市町村職員退職手当組合規約の変更については、町が加入をしてい

る当組合の構成団体に新たに１団体が加入したことに伴い、組合から規約変更の協議が

あったものです。 

議案第７３号の工事請負契約の締結については、９月５日に入札を行った旧保健セン

ターとりこわし工事の予定価格が５,０００万円を超えるため、議会の議決を求めるもの

です。 

諮問第１号は、人権擁護委員候補者の推薦についてです。 

本年１２月３１日をもって人権擁護委員１名の任期が満了となることから、新たに１名

の方を候補者として法務大臣へ推薦することについて、議会の意見を求めるものです。 

認定第１号から第８号までの８件については、令和４年度各会計決算の認定についてで

す。 

地方自治法の規定に基づき、各会計の決算について監査委員の意見をつけて、議会の認

定に付するものです。 

報告第１０号は、放棄した債権の報告についてです。 

別海町債権管理条例に基づき、令和４年度中に放棄をした債権について、議会に報告す

るものです。 

報告第１１号は、令和４年度決算に基づく別海町健全化判断比率及び資金不足比率につ

いてです。 

地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づき、監査委員の意見を付して、議会に報

告をするものです。 

最後に、報告第１２号は、専決処分の報告については、工事請負契約の一部を変更する
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必要が生じ専決処分を行ったことから、その内容について報告をするものです。 

以上で、提出いたしました議案の概要説明とさせていただきます。 

御審議の上、御決定を賜りますようお願いを申し上げます。 

────────────────────────────────── 

◎委員会付託省略の議決 

○議長（西原 浩君） ここでお諮りします。 

本定例会に提出されております議案第７１号から議案第７３号までの３件及び諮問第１

号の併せて４件については、会議規則第３９条第３項の規定に基づき、委員会の付託は省

略したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７１号から議案第７３号までの３件及び諮問第１号の併せて４件に

ついては、委員会の付託は省略することに決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第６９号から日程第８ 議案第７０号まで 

○議長（西原 浩君） 日程第７ 議案第６９号令和５年度別海町一般会計補正予算（第 

４号）、日程第８ 議案第７０号令和５年度別海町介護保険特別会計補正予算（第１号）

の２件については、別海町議会会議規則第３７条の規定により一括議題といたします。 

内容について順次説明を求めますが、ここで説明者に申し上げます。 

この２件の補正予算については、予算決算審査特別委員会に付託し詳細な審査をしたい 

と考えておりますので、内容については要点のみにとどめて説明願います。 

それでは初めに、議案第６９号令和５年度別海町一般会計補正予算（第４号）の説明を

求めます。 

○財政課長（ 川具哉君） 議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（ 川具哉君） 議案第６９号の内容説明をさせていただきます。 

別冊の令和５年度別海町一般会計補正予算書の１ページをお開きください。 

令和５年度別海町一般会計補正予算（第４号）。 

令和５年度別海町一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３１億７,７６０万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ２３５億３,３５０万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入 

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

第２条、債務負担行為の補正。 

債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

第３条、地方債の補正。 

地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

２ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正で補正額の欄で申し上げます。 

まず、歳入です。 
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１款町税、１項と２項で７３３万３,０００円の減。 

１０款地方特例交付金、１項で４４万５,０００円の増。 

１１款地方交付税、１項で１億２,７３８万４,０００円の増。 

１５款国庫支出金、１項と２項で９,５４５万９,０００円の増。 

１６款道支出金、２項で５５８万９,０００円の増。 

１８款寄附金、１項で３０億円の増。 

１９款繰入金、１項で１億３,６８３万円の減。 

２０款繰越金、１項で１億４,４４３万１,０００円の増。 

２２款町債、１項で５,１５４万５,０００円の減。 

歳入合計で３１億７,７６０万円の追加です。 

次に、３ページにお進みください。 

歳出です。 

２款総務費、１項から３項で３０億７,２６２万３,０００円の増。 

３款民生費、１項と２項で１,９５８万８,０００円の増。 

４款衛生費、１項で５,８３１万８,０００円の増。 

６款農林水産業費、１項と３項及び４項で２,３９８万８,０００円の増。 

９款消防費、１項で７２万３,０００円の増。 

１０款教育費、２項と３項で２３６万円の増。 

歳出合計で３１億７,７６０万円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額をそれぞれ 

２３５億３,３５０万円とするものです。 

４ページをお開きください。 

第２表、債務負担行為補正で、３件の追加です。 

１件目、防衛施設周辺障害防止事業は、矢臼別演習場土砂流出対策に係る工事や調査設

計、基本計画の策定を行うもので、期間は令和６年度、限度額は５,５７５万５,０００円。 

２件目は、防衛施設周辺道路整備事業における根室中部３号主要幹線改良舗装工事で、

期間は令和６年度、限度額は１億８,８６０万６,０００円。 

３件目も同じく、防衛施設周辺道路整備事業、中西別上風連線改良舗装工事で、期間は、

令和６年度、限度額は１億７,０１８万６,０００円とするものです。 

次に、第３表、地方債補正で、２件の変更です。 

 １件目の特定間伐等促進対策事業は、豊かな森づくり推進事業において、道補助金の増

額配分に伴い事業費が増額となることにより、補正前の限度額３,３００万円に１４０万

円を追加し、補正後の限度額を３,４４０万円とするものです。 

次に、臨時財政対策債は、発行可能額の決定により、補正前の限度額１億円から   

５,２９４万５,０００円を減額し、補正後の限度額を４,７０５万５,０００円とするもの

です。 

なお、起債の方法、利率、償還の方法については変更がありません。 

 一番下段、合計になりますが、補正前の限度額１５億２,８９０万円から５,１５４万 

５,０００円を減額し、補正後の限度額を１４億７,７３５万５,０００円とするものです。 

次の、５ページから２７ページまでの歳入歳出補正予算事項別明細書の説明は、全て省

略をさせていただきます。 

以上で、議案第６９号一般会計補正予算（第４号）の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 次に、議案第７０号令和５年度別海町介護保険特別会計補正予算
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（第１号）の説明を求めます。 

○介護支援課長（高橋勇樹君） 議長。 

○議長（西原 浩君） 介護保険課長。 

○介護支援課長（高橋勇樹君） 議案第７０号の内容説明をいたします。 

 別冊の令和５年度別海町介護保険特別会計補正予算書の１ページをお開きください。 

令和５年度別海町介護保険特別会計補正予算（第１号）。 

令和５年度別海町介護保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,９２０万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１２億１,１７０万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入 

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

２ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正です。 

補正額の欄で申し上げます。 

まず、歳入です。 

１款保険料、１項で１３２万７,０００円の増。 

３款国庫支出金、２項で６４２万４,０００円の減。 

７款繰入金、２項で２,３２２万２,０００円の増。 

８款繰越金、１項で１０７万５,０００円の増。 

歳入合計で１,９２０万円の増額です。 

次に、歳出です。 

５款諸支出金、１項で１,９２０万円の増。 

歳出合計で１,９２０万円を増額し、補正後の歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

１２億１,１７０万円とするものです。 

３ページから７ページまでの歳入歳出補正予算事項別明細書につきましては、説明を省

略させていただきます。 

以上で、議案第７０号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 以上で、議案第６９号及び議案第７０号の令和５年度別海町各会

計補正予算の２件についての内容説明が終わりました。 

 お諮りします。 

 ただいま上程中の令和５年度別海町各会計補正予算の２件については、予算決算審査特

別委員会に付託の上、審査することにしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６９号及び議案第７０号の２件については、予算決算審査特別委員

会に付託の上、審査することに決定いたしました。 

お諮りします。 

ただいま全員による予算決算審査特別委員会に付託されましたので、本会議での質疑は

省略したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、本会議での質疑は省略することに決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第９ 議案第７１号 

○議長（西原 浩君） 日程第９ 議案第７１号別海町特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議題

といたします。 

内容について、説明を求めます。 

○福祉課長（石戸谷友絵君） 議長。 

○議長（西原 浩君） 福祉課長。 

○福祉課長（石戸谷友絵君） 議案第７１号別海町特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についての内容を説

明いたします。 

議案書３ページをお開き願います。 

本条例は、こども家庭庁が新たに設置され、関係法令の整備が行われたことに伴う所要

の改正、及び児童福祉法等の一部を改正する法律において、児童の安全の確保に関するも

のについて、国が定める基準に従わなければならないとする改正が行われ、児童福祉施設

の設備及び運営に関する基準が改正されたことに伴い、条例の一部を改正しようとするも

のです。 

改正本文の朗読は省略させていただき、別冊の議案資料により御説明いたします。 

議案資料の１ページをお開き願います。 

１ページから２１ページまでは本改正案新旧対照表で、表の右側が改正前、左側が改正

後、下線部分が改正箇所となります。 

次に２２ページをお開き願います。 

改正内容につきましては、改正条例制定説明資料により主な改正内容に沿って御説明い

たします。 

２２ページ、２３ページの表につきましては、表の左から順に番号、改正内容、改正条

項、適用法令となります。 

１番から３番までは、こども家庭庁が新たに設置されたことに伴い、関係法令の整備が

行われたことに伴う改正です。 

１番は、引用条項である子ども・子育て支援法第１９条の第２項が削られ、現行の第１

９条第１項が第１９条となることに伴う改正です。 

改正する条項は、第４条第２項第１号から第３号のほか議案説明資料に記載の条項です。 

２番は、引用条項である学校教育法第２５条に第２項及び第３項が追加されるため、現

行の第２５条が、第２５条第１項となることに伴う改正です。 

改正する条項は、第１５条第１項第３号です。 

３番は、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準第３５条が改正されたため「厚生労

働大臣」を「内閣総理大臣」に改めるものです。 

改正する条項は、条例第１５条第１項第４号及び第４４条です。 

２３ページをお開き願います。 

４番は、国が定める児童福祉施設の設備及び運営に関する基準の一部が改正されたこと
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に伴い、所要の改正をしようとするものです。 

条例第１８条の２、第１８条の３は、利用児童等の安全の確保を図るための安全計画の

策定等に関する事項について及び利用児童等の移動のために自動車を運行する場合の利用

児童等の所在確認の徹底についての内容を追加するものです。 

第１８条の４は、感染症や非常災害時の発生の際に、利用者に対する支援の提供を継続

的に実施するための業務継続計画を策定し、職員の研修や訓練を定期的に行うなど、必要

な措置を講ずる内容を追加するものです。 

第１８条の５は、衛生管理等に関する事項について、感染症や食中毒の予防及びまん延

防止のための研修等の実施の他、必要な措置の内容を追加するものです。 

条例第２０条と第４６条は、運営について定めなければならない重要事項について規定

しており、安全計画の策定の文言を追加することに伴う改正です。 

資料２０ページにお戻りください。 

２０ページ下段から２１ページ上段にわたり附則です。 

第１項は施行期日です。 

「この条例は、公布の日から施行するものとし、第２項に自動車を運行する場合の所在

の確認に係る経過措置として、改正後の第１８条の３の規定の適用について、令和６年３

月３１日までの間は、自動車にブザー等を備えないことができるが、ブザー等の設置に代

わる措置を講じて利用児童等の所在の確認を行わなければならない。」とするものです。 

以上で、議案第７１号の内容説明を終わります 

○議長（西原 浩君） 議案第７１号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） はい。 

ないようですので、質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 議案第７２号 

○議長（西原 浩君） 日程第１０ 議案第７２号北海道市町村職員退職手当組合規約の

変更についてを議題といたします。 

内容について、説明を求めます。 

○総務部次長（寺尾真太郎君） 議長。 

○議長（西原 浩君） 総務部次長。 

○総務部次長（寺尾真太郎君） それでは、議案第７２号北海道市町村職員退職手当組合

規約の変更についてを説明させていただきます。 

議案のほうは７ページ、議案資料は２４ページから２５ページまでに規約の新旧対照表

と概要資料をお示ししておりますが、議案本の朗読と新旧対照表での説明のほうは省略さ

せていただきまして、概略資料のほうで説明いたします。 

議案資料の２５ページをお開き下さい。 

北海道市町村職員退職手当組合規約の変更についてになります。 

本議案は、本町が加入しております北海道市町村退職職員手当組合、こちらの構成団体

に、新たに１団体が加入したことに伴い、組合規約の一部変更について地方自治法第２８

６条第１項の規定により、組合構成団体の協議を求められたため、同法第２９０条の規定
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により、議会の議決を求めるものであります。 

次の規約変更理由及び改正要旨につきましては、「後志広域連合」が加入したことに伴

い、北海道市町村職員退職手当組合規約の別表を一部改正するものです。 

また、附則におきましては、本規約変更の施行期日を「地方自治法第２８６条第１項の

規定による総務大臣の許可の日から施行する。」と定めるものです。 

以上で、議案第７２号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第７２号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 議案第７３号 

○議長（西原 浩君） 日程第１１ 議案第７３号工事請負契約の締結について、旧保健

センターとりこわし工事を議題といたします。 

内容について説明を求めます。 

○財政課長（ 川具哉君） 議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（ 川具哉君） 議案第７３号の内容説明をいたします。 

議案の１８ページをお開きください。 

本案は、工事請負契約の締結に当たり、予定価格が５,０００万円を超えるため、地方

自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

最初に、議案本文を朗読いたします。 

１、契約の目的、旧保健センターとりこわし工事。 

２、契約の方法、簡易公募型指名競争入札による契約。 

３、契約金額、５,９８４万円。（内消費税及び地方消費税額５４４万円）。 

４、契約の相手方、野付郡別海町別海９９番地４３、島影建設株式会社、代表取締役社

長島影輝雄。 

次に、本案提出に至るまでの入札等の経過について御説明いたします。 

公募期間は、７月２４日から８月１４日までの休日を除く１５日間。 

応募者数は４社で、資格審査の結果、全ての応募者が資格ありと認められました。 

入札の執行は９月５日、株式会社佐々木建設工業、みどり建工株式会社、島影建設株式

会社、近藤建設株式会社の４者による指名競争入札を行い、１回目の入札で落札いたしま

した。 

消費税及び地方消費税を除く最高入札価格は、５,４７５万円、最低入札価格は、  

５,４４０万円で、最低入札者であります本案の島影建設株式会社と現在、仮契約中であ

ります。 

工事の内容につきましては、議案資料で説明いたします。 

議案資料の２６ページをお開きください。 

工事概要書です。 

工事名は、旧保健センターとりこわし工事。 

工期は、契約日の翌日から令和６年２月２０日。 
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建築年月日は、昭和５５年１２月２２日。 

構造は、鉄筋コンクリート造２階建て、一部木造平屋建て。 

面積は、延床面積８７６.７２平方メートル、建築面積４８９平方メートルとなります。 

工事内容は、建築とりこわし工事、機械設備とりこわし工事、電気設備とりこわし工事

となります。 

２７ページをお開きください。 

附近見取図となり、工事施行場所は、中央の斜線で示している別海西本町３６番地とな

ります。 

資料２８ページには、旧保健センターの１階平面図、２９ページには、２階平面図、 

３０ページには、それぞれの方位から見た立面図を掲載していますが、詳細な内容につい

ては説明を省略させていただきます。 

以上で、議案第７３号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第７３号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行い

ます。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 諮問第１号 

○議長（西原 浩君） 日程第１２ 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦についてを議

題といたします。 

内容について説明を求めます。 

町長。 

○町長（曽根興三君） 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦について、御説明を申し上

げます。 

人権擁護委員は、法務大臣が委嘱するものでありますけれども、その選定に当たっては、 

まず、市町村長が議会の意見を聞いた上で、地域の候補者を法務局に推薦することとなっ

ております。 

別海町では現在、藤原優子さん、山藤史江さん、菅野笑子さん、伊勢瞳さん、寺地ちひ

ろさん、この５名の方々が人権擁護委員として御活躍をいただいているところでございま

すが、このたび、山藤史江さんが、任期満了となる令和５年１２月３１日をもって退任さ

れることとなりました。 

つきましては、新たに登藤和哉さんを人権擁護委員の候補者として推薦をいたしたく、

議会の意見を求めるものでございます。 

任期については、令和６年１月１日から令和８年１２月３１日までの３年間となります。 

登藤さんの主な経歴につきまして、若干申し上げます。 

登藤和哉さんは、昭和５４年に釧路工業高等専門学校を卒業し、日本国有鉄道釧路鉄道

管理局勤務を経て、昭和６３年から平成３１年までの３１年間の長きにわたり、本町職員

として勤務され、産業振興部長を最後に退職されております。 

その後、令和２年２月に別海町教育長に就任され、令和５年２月までの３年間、本町の

教育行政を牽引されてこられました。 

行政職員として長年にわたり活躍され、また、教育長も担われた豊富な経験から地域か
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らの信頼も厚く、人格識見共に優れた方であります、登藤和哉さんを人権擁護委員の新た

な候補者として、法務大臣に対し推薦いたしたく思いますので、よろしくお願い申し上げ

ます。 

以上でございます。 

○議長（西原 浩君） 諮問第１号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行いま

す。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

ここで、１０分間休憩いたします。 

午前１０時５７分 休憩 

────────────── 

午前１１時０６分 再開 

○議長（西原 浩君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１３ 認定第１号から日程第２０ 認定第８号 

○議長（西原 浩君） 日程第１３ 認定第１号令和４年度別海町一般会計歳入歳出決算

認定について、日程第１４ 認定第２号令和４年度別海町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算認定について、日程第１５ 認定第３号令和４年度別海町介護サービス事業特別会計

歳入歳出決算認定について、日程第１６ 認定第４号令和４年度別海町介護保険特別会計

歳入歳出決算認定について、日程第１７ 認定第５号令和４年度別海町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算認定について、日程第１８ 認定第６号令和４年度町立別海病院事業

会計決算認定について、日程第１９ 認定第７号令和４年度別海町水道事業会計決算認定

について、日程第２０ 認定第８号令和４年度別海町下水道等事業会計決算認定について

の８件については、別海町議会会議規則第３７条の規定により一括議題といたします。 

 内容について順次説明を求めますが、ここで説明者に申し上げます。 

 この８件の決算認定については、予算決算審査特別委員会に付託し詳細な審査をしたい

と考えておりますので、内容については要点のみにとどめて説明願います。  

○副町長（浦山吉人君） 議長。 

○議長（西原 浩君） 副町長。 

○副町長（浦山吉人君） それでは、認定第１号から認定第８号までの令和４年度別海町

各会計決算について、御説明をいたします。 

決算書が大冊ですので、議案資料により決算の概要を一括して説明をし、議案説明とさ

せていただきます。 

 資料は、３１ページから３３ページまでとなります。 

 それでは、議案資料３２ページから説明をいたします。 

 最初に、令和４年度別海町一般会計及び特別会計「決算概要」です。 

 １、一般会計及び特別会計の「決算概要」。 

 単位は、円で表示しております。 

表の左から、認定番号、会計名、歳入収入済額、歳出支出済額、歳入歳出差引残額、う

ち基金繰入額の順に申し上げます。 

１、一般会計、収入済額２８７億７,８２３万３,８７１円、支出済額２８４億   
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４,３４１万７,１８５円、差引残額３億３,４８１万６,６８６円、うち基金繰入額１億  

７,０００万円。 

次に、２、国民健康保険特別会計、収入済額２４億８,４９６万３,８７２円、支出済額

２４億８,０８９万６６２円、差引残額４０７万３,２１０円、うち基金繰入額３００万

円。 

次に、３、介護サービス事業特別会計、収入済額４億７,８９３万５,１１１円、支出済

額４億７,８７６万４,４６１円、差引残額１７万６５０円。 

次に、４、介護保険特別会計、収入済額１１億３,６４６万７,４８７円、支出済額１１

億２,５２０万７６４円、差引残額１,１２６万６,７２３円、うち基金繰入額３００万

円。 

次に、５、後期高齢者医療特別会計、収入済額１億９,８６６万６,３７２円、支出済額

１億９,７９０万５,５７２円、差引残額７６万８００円。 

次に、下段の２、一般会計及び特別会計の「実質収支に関する調書」になります。 

単位は、千円で表示をしております。 

表の左から、認定番号、会計名、歳入総額、歳出総額、歳入歳出差引額、翌年度へ繰り

越すべき財源、実質収支額、うち基金繰入額の順に申し上げます。 

 １、一般会計、歳入総額２８７億７,８２３万３,０００円、歳出総額２８４億   

４,３４１万７,０００円、差引額３億３,４８１万６,０００円、繰越明許費繰越額９９１

万円、事故繰越し繰越額４７万５,０００円、繰越すべき財源合計額１,０３８万   

５,０００円、実質収支額３億２,４４３万１,０００円、うち基金繰入額１億７,０００万

円。 

 次に、２、国民健康保険特別会計、歳入総額２４億８,４９６万４,０００円、歳出総額

２４億８,０８９万１,０００円、差引額４０７万３,０００円、実質収支額も同様に  

４０７万３,０００円、うち基金繰入額３００万円。 

次に、３、介護サービス事業特別会計、歳入総額４億７,８９３万５,０００円、歳出総

額４億７,８７６万４,０００円、差引額１７万１,０００円、実質収支額も同様に１７万

１,０００円。 

次に、４、介護保険特別会計、歳入総額１１億３,６４６万７,０００円、歳出総額１１

億２,５２０万１,０００円、差引額１,１２６万６,０００円、繰越明許費繰越額７１８万

１,０００円、繰越すべき財源合計額も７１８万１,０００円、実質収支額４０８万  

５,０００円、うち基金繰入額３００万円。 

次に、５、後期高齢者医療特別会計、歳入総額１億９,８６６万７,０００円、歳出総額

１億９,７９０万６,０００円、差引額７６万１,０００円、実質収支額も同様に７６万 

１,０００円となります。 

次に、資料の３３ページをお開きください。 

令和４年度別海町一般会計及び特別会計決算「財産の概要」です。 

初めに、１の公有財産ですが、決算年度末の数値で申し上げます。 

土地地積合計、９,３０８万８８４平方メートル。 

建物延面積合計、２２万９,３４５平方メートル。 

山林面積合計、６,６１５万４,９１３平方メートル。 

山林立木推定蓄積量合計、８１万７,２００立方メートル。 

次に、有価証券の合計、株券で１億１,５６７万円。 
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出資による権利の合計、１０億７４０万４,０００円。 

次に、右のほうに移りまして、２の物品・債権・基金についてです。 

こちらも決算年度末の数字で申し上げます。 

物品合計、車両で１６４台。 

債権合計、貸付金で１億７,６３８万１,０００円。 

基金合計、２６の基金の預金額で５６億８,５２２万５,０００円。 

再掲として、定額運用基金の状況です。 

運用基金につきましては、基金会計が直接支出経理できるもので、年度末残高では、早

坂善也奨学基金、預金額で２４１万５,０００円。 

土地開発基金、預金額で１億９７万８,０００円となっております。 

次に、下段の、令和４年度別海町各企業会計「決算概要」です。 

単位は、円で表示をしております。 

決算額で申し上げます。 

６、町立別海病院事業会計は、収益的収入及び支出の事業収益の決算額で２３億３９万 

６,４６２円、事業費用決算額で２４億３,８１０万６,９９７円。 

次に、資本的収入及び支出では、資本的収入の決算額で１億６,１０８万６,０００円、

資本的支出で支出の決算額で２億４,５０７万８,９１９円。 

次に、７、水道事業会計ですが、収益的収入及び支出の事業収益の決算額で１０億 

９,６７７万４,７３５円、事業費用の決算額で８億９,７３６万６６円、資本的収入及び

支出では、資本的収入の決算額で３億３,２６０万円、資本的支出の決算額で７億９１万

１,８１０円となっております。 

次に、８、下水道等事業会計ですが、収益的収入及び支出の事業収益の決算額で５億

２,６４４万５９３円、事業費用の決算額で５億６,４２４万９２０円、資本的収入及び支

出では、資本的収入の決算額で４億１,６８６万５,４４３円、資本的支出の決算額で４億

２,６０９万１,０７６円となっております。 

以上、認定第１号から認定第８号までの各会計決算の要点について説明をさせていただ

きました。 

なお、本件認定には、決算書に監査委員の各会計決算審査意見書をつけ、主要な施策の

成果一覧表を添付しておりますので、申し添えさせていただきます。  

以上で、説明を終わります。  

○議長（西原 浩君） お諮りします。 

 ただいま上程中の令和４年度別海町各会計決算認定の８件については、予算決算審査特

別委員会に付託の上、審査することにしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号から認定第８号までの８件については、予算決算審査特別委員

会に付託の上、審査することに決定いたしました。 

お諮りします。 

ただいま全員による予算決算審査特別委員会に付託されましたので、本会議での質疑は

省略したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、本会議での質疑は省略することに決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２１ 報告第１０号 

○議長（西原 浩君） 日程第２１ 報告第１０号放棄した債権の報告についてを議題と

いたします。 

 内容について説明を求めます。 

 なお、本件は、報告のみであります。 

○財政課長（ 川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（ 川具哉君） はい。 

報告第１０号の内容説明をいたします。 

議案の１８ページをお開きください。 

報告第１０号放棄した債権の報告について。 

本件は、別海町債権管理条例第１６条の規定に基づき、放棄した債権について同条例第

１７条の規定により報告をするものです。 

議案の１９ページにお進みください。 

令和４年度債権放棄調書になります。 

債権の名称及び債権放棄の理由ごとに御説明いたします。 

初めに、住宅使用料です。 

条例第１６条第３号、債権者が死亡し、かつ相続人全員が相続放棄又は相続人がなく、

その債務額が強制執行費用額未満である理由によるものは、１人、１１件で、     

２１６,１００円。 

続いて、町立別海病院の診療費です。 

条例第１６条第１号、生活保護法による保護を受けており、資力の回復が困難である理

由によるものは、１人、１件で、１５,６１０円です。 

条例第１６条第６号、消滅時効が完成し、かつ所在不明等により債務の履行意志の有無

を確認することができない理由によるものは、１人、１件で、９,０００円です。 

町立別海病院診療費合計で、２人、２件で、２４,６１０円です。 

最後に、水道料金です。 

条例第１６条第２号、破産法、会社更生法その他の法令の規定により免責されたことに

よるものは、１人、２４件で、１８,３４６円。 

条例第１６条第４号、徴収停止の措置を執った日から相当の期間を経過した後において

も、なお履行させることが困難又は小額の債権額に対して徴収経費が上回るなど不適当で

ある理由によるものは、６人、３９件で、９６,３２６円。 

条例第１６条第６号、消滅時効が完成し、かつ所在不明等により債務の履行意志の有無

を確認することができない理由によるものは、３人、１２件で、２１,０８３円です。 

水道料金合計で、１０人、７５件で、１３５,７５５円です。 

いずれも、令和４年度中に債権放棄をしたものとなります。  

以上で、報告第１０号の内容説明を終わります。 
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────────────────────────────────── 

◎日程第２２ 報告第１１号 

○議長（西原 浩君） 日程第２２ 報告第１１号令和４年度決算に基づく別海町健全化

判断比率及び資金不足比率についてを議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

 なお、本件は、報告のみであります。 

○財政課長（ 川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（ 川具哉君） はい。 

 報告第１１号の内容説明をいたします。 

議案の２０ページをお開きください。 

報告第１１号令和４年度決算に基づく別海町健全化判断比率及び資金不足比率につい

て。 

本件につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律において、毎年度健全

化判断比率を、公営企業においては資金不足比率を、その算定の基礎となる事項を記載し

た書類とともに監査委員の審査に付し、その意見をつけて当該各比率を議会に報告し、か

つ、公表をしなければならないと規定されているため、ここに報告をするものです。 

なお、監査委員の意見につきましては、令和４年度決算財政健全化審査及び経営健全化

審査意見書を別冊で配付させていただいております。 

また、本日の議会への報告と併せて、町のホームページ上でも公表を、広報べつかいに

は、決算状況と併せて公表予定であることを申し添えます。 

それでは、各比率の状況について御説明いたします。 

下の表を御覧ください。 

まず、最初の表で、健全化判断比率です。 

健全化判断比率には、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比

率の４つの指標があります。 

１つ目の実質赤字比率は、一般会計の実質的な赤字額が標準財政規模に占める比率を表

し、財政運営の深刻度を示すもので、この比率が生じた場合には、赤字の早期解消を図る

必要があります。  

令和４年度の一般会計の決算は、黒字となったことから、赤字比率は生じていません。 

２つ目の連結実質赤字比率は、公営企業会計を含む全ての会計を合算し、赤字の程度を

示すものですが、一般会計及び特別会計の全ての会計で黒字決算、また、公営企業会計

は、流動資産が対象となる流動負債等を上回っていることから、こちらも赤字比率は生じ

ていません。 

３つ目の実質公債費比率は、地方債元利償還金などの債務が標準財政規模に占める比率

を表し、債務の財政負担の大きさや資金繰りの危険度を示すもので、過去３か年の平均比

率となります。 

令和４年度の比率は１１.５％となり、地方債の発行が制限される早期健全化基準の 

２５％や、財政再生計画が義務づけられる財政再生基準の３５％を大きく下回っており、

前年度比較では０.４％改善しています。 

４つ目の将来負担比率は、地方債元利償還金や債務負担行為額の将来負担すべき実質的

な債務が標準財政規模に占める比率を表し、債務の負担が将来財政を圧迫する可能性が高
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いかどうかを示すものです。 

令和４年度の比率は３１.７％で、こちらも早期健全化基準である３５０％を大きく下

回っており、前年度比較では３７.１％改善しています。 

次にその下の表で、資金不足比率です。 

資金不足比率は、公営企業の経営状況を示す指標で、公営企業の資金不足額が事業規模

に占める比率を表します。 

本町では、別海町下水道等事業会計、町立別海病院事業会計、別海町水道事業会計の公

表となりますが、令和４年度は３つの会計全てにおいて資金不足額がなかったことから、

資金不足比率は生じていない内容となっております。 

以上で、報告第１１号の内容説明を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２３ 報告第１２号 

○議長（西原 浩君） 日程第２３ 報告第１２号専決処分の報告について、町道別海商

工団地中央通線改良舗装工事を議題といたします。 

 内容について順次説明を求めます。 

 なお、本件は、報告のみであります。 

○財政課長（ 川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（ 川具哉君） はい。 

報告第１２号の内容説明をいたします。 

議案の２１ページをお開きください。 

報告第１２号の専決処分の報告について。 

本件は、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、議会の議決により指定された工

事請負契約に変更の必要性が生じ、次のとおり専決処分を行いましたので、同条第２項の

規定により報告するものです。 

専決処分書を朗読いたします。 

専決処分書。 

地方自治法第１８０条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。 

令和５年８月９日。 

別海町長、曽根興三。 

工事請負契約の一部変更について。 

令和５年８月１日議案第６７号により議決を経て締結した、町道別海商工団地中央通線

改良舗装工事請負契約の一部を次のように変更する。 

契約金額「５,１４２万５,０００円（内消費税及び地方消費税額４６７万５,０００

円）」を「５,２０５万２,０００円（内消費税及び地方消費税額４７３万２,０００

円）」に改める。 

変更の内容につきましては、舗装工において、当初、使用する予定であった再生コンク

リート骨材を確保できないことが判明したため、切込砂利に変更したことにより、６２万

７,０００円の増額となったものです。 

以上で、報告第１２の内容説明を終わります。 
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────────────────────────────────── 

◎散会宣言 

○議長（西原 浩君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

本日は、これで散会します。 

なお、明日は「一般質問」を、午前１０時から開きますので、御参集願います。 

皆様、大変御苦労さまでした。 

 

散会 午前１１時３３分   
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 上記は、地方自治法第１２３条の規定により会議の次第を記載したものであ

る。 

 

                       令和  年  月  日 
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